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新庄選手、民辻選手、今回から鈴木大五郎選手が加わり、3人で戦います。

まず、7月始めの公開合同テストで5ラップ目に新庄選手が130Ｒで転倒、ライダーは無事でしたが車両はほぼ全損。

車両はヘアピンでストップしている模様でした。放送では転倒という情報も有りましたが、戻ってくるまではわかりません。

今年の8耐は事前テストから転倒が多く、厳しいレースになるだろうと予想していました。

畑中　健太郎

鈴木選手は昨年の第二ライダーでしたので、安定したタイムでラップできます。

次回、全日本選手権ＳＵＧＯがすぐです。気持ちを切り替えて望みたいと思います。
応援ありがとうございました。

皆さんお待たせしました。真夏の祭典　鈴鹿8時間耐久ロードレースが始まりました。

しばらくしてライダーが戻ってきて事情を聞くとどうやらガス欠のようです。残念でしたがここでＭｏｔｏＭａｐＳＵＰＰＬＹの耐久は終わりました。

レーシングサプライ

13位くらいで落ち着き新庄選手に交代、予定周回数で鈴木選手に交代と思いきや帰ってきません。
スタートライダーは民辻選手です。民辻選手のスタートは定評があり、するすると前に行き11番手くらいで走行。

前回のテストで鈴木選手が乗れなかったため、今回は15LAPを走行。去年より全然走行数が少ない状態で本番へ望みます。

決勝レースは晴れて路面温度は60℃近くになりました。
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テストは出来ず、燃費も確認できないまま翌週のテストへ。そこでも2日目に新庄選手が転倒、今回もライダーは無事、車両はステム周り交換になり
ました。

前回の300Ｋｍではライダーとピット側との意識の統一が少なかったことなどもあり、今回はレース前土曜日の夜にじっくりとミーティングを行い、ピッ
トのタイミング、車両にトラブルや燃料漏れのあった場合のライダーからのサインやその後のピットの対応などを打ち合わせました。
このウィークの中でメカニック側が一番重要視していたのがこのミーティングです。事前に打ち合わせていればさまざまなトラブルがあったとしてもす
ぐに対応できるからです。

レースウィークが始まり、燃費、タイヤの選択、セッティングをしながらライダー3人を走行させます。

車両の方向としては前回の300Ｋｍから進化させた仕様でしたが、なかなかタイムにつながりません。
次回はもうレースウィークなのでもう一度別のアプローチでも仕様を考えていかなければなりません。

バイクはＦタイヤのグリップが有って旋回ができます。路面温度が高すぎるとグリップが少なくなってくるため、サスであまり押さないようにします。
最終的にはヘッドパイプを少し上げ、車高を少し下げた状態で決勝をスタート。

車体の方向はフロントタイヤになるべく荷重をかけすぎないようにバネレートを落としていく方向で進めます。


